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Abstract
1｡０ｎ septaria from Arioka Formation, Kochi Prefecture.
　　　　　　　　　　　　　　　　byJiro Katto
　Ａ septarian concretion specimen was found from the Arioka Formation (Upper Cre-
taceous) of Kochi Prefecture　This is the firstdiscovery of such kind of concretion
from thisformation ｡
2. Record of ａ Cretaceous ammonite from the Shimanto Belt of the Yura area, Waka-
　　yama　Prefecture.　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　byTatsuro Matsumoto and Jiro Katto
　An ammonite was found from ａ member of Hidakagawa Group ａt･a locality about
6 km southwest　of　Yura　in　the　Shimanto　Group　of　Wakayama　Prefecture. It　is
probably referred　to　Subprionocyclus　几印£uni (Geinitz)　　an　index　of　the　Upper
Ｔ uronian　　As　its　preservation　is　not　so　good, it　might　be　ａ　Ｐｒｏtｅｘａ几itｅｓ　or
Ａｎａtｅｘａｎｉtｅｓ,which would suggest ａ Coniacian or Santonian age as another alternative.
How to interpret the occurence of the ornate ammonite of ａ generally shallow sea
habitat in the off-shore sediments of turbidite facies is discussed.
１
高知県有岡層産のSeptariaについて
　　　　甲　藤　次　郎’
　県下から，他にいろいろのConcretionsが知られているが（文献参照），表題のSeptarian
Concretionの得られたのは，明らかに有岡層から採石されたと推定される有岡の宅地造成地の埋
立地からである．ただし同採石地は確認できなかった．
　このSeptariaを，研究の為に提供下さったのは有岡の橋田庫欣氏であるが，発見者は別人で
ある．採集者の希望もあって現在のところ切断して内部構造（発達過程）を観察する訳にはいかな
いが，有岡層からのSeptariaの産出は初めてと思われるので，以下簡単に報告する．
　有岡層は，高知県西南部のいわゆる中筋地溝帯に分布する上部白亜系の地層であり，国見などか
らInoceramusなどの大型化石を産することが古くから知られているが，断層を挾んでその南北
両側の地層とは岩相が著しく異なるので特異な存在である（第１図）．
　模式地の有岡付近では，有岡層は主に無層理塊状の暗灰色泥岩及び砂岩からなり，まれに石灰岩
塊を含んでいる．地表部では，有岡層の泥岩は著しく風化しているため，各地で主に埋立用に採石
されている．
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　　　　　　　　　　　　第１図　高知県西南部の有岡層の分布（斜線部）
　　　　　　　　　　　　　　　　１：中村，２：有岡, 3：宿毛，４：四万十川
　Septariaの標本(PI. I , Figs. 1～2）は，縦29 cm,横8cm,厚さ4～7.5 cmの泥灰岩であっ
て，表面は，写真に見られる様ないわゆる亀甲石と呼ばれる構造を示すが，この様な構造は表面か｀
ら厚さ3～５ｃｍまでの部分に発達している．
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2｡和歌山県由良地域の四万十帯より白亜紀アンモナイトの産出について
　　　　　　　　　　　　松本達郎●甲藤次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　序
　和歌山県由良の西南方約６手口の小浦崎（四万十帯）より産したアンモナイトについて記載し，
その意義について考察する．なおこのアンモナイトは，大阪在住のある知人によって発見され，ア
ンモナイトのキャストをとどめる露頭写真と現場で作成された石膏模型を甲藤宛に送付されてきた
ものである．
　この産地を含む周辺地域の地質について，著者の一人甲藤が, UMP以来，四国の四万十帯の
徳島県橘湾～蒲生田崎との対比上，その後も機会あ名ごとに調査を継続中であるが，まだ発表する
までには至らないので，本文では産地の地質概説にとどめる．
四万十帯に関する２～３の新資料（甲藤・松本）
ｎ　化右産地の地質概説
　　　甲藤次郎
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　表題のアンモナイトを産したのは，第２図に示す和歌山県日高町小浦崎であって，スランプした
泥岩勝ちの砂岩泥岩互層からである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　由良を通る仏像構造線以南の，産地を含む
第２図　アンモナイトを産した小浦崎周辺の位置図
　　　　1:由良，2:小浦崎，3:日ノ岬，4:御坊
　　　　Ｂ-Ｂは仏像構造線，
　　　　矢印はアンモナイト産地
由良一御坊間の南北約８ km, 東西約10 km
の地域の四万十帯については，橋本(1968)
による詳しい調査があって，上部白亜系と
推定される日高川層群が分布している．
　橋本(1968)によれば，この地域の日高
川群層は，Ａ累層（下部層）とＢ累層（上
部層）に分けられ，前者は中部白亜紀（ギ
リヤーク世～宮古世？），後者は上部白亜
紀（浦河世？）と推定されている．
　小浦崎付近では，Ａ累層とＢ累層は摺曲
をくりかえし相伴って露出しているが，両
累層は整合であって，アンモナイトは小浦
崎北側つけ根付近からーノハイにのびる露
出部の先端付近から産し，Ｂ累層に属する.
　Ｂ累層は，一般に砂岩の極めて優勢な地
層であり，特に特徴のある喋岩を挾むが，
同産地付近では，スランプしたやや泥岩
勝ちの砂岩泥岩互層からなる(PI. n,
Fig. 1）.
ｍ　アンモナイトの記載と論議
　　　松　本　達　郎
　標本は二次的に圧縮されているが，特徴をかなりよく示す(PI. n , Fig. 2).大きさは直径
７Ｃｍあまりであるが，測定可能な位置（前端より後方80°）で直径63 mm に対し，へその径
23 mm （36％）を示す．螺環の高さの増大はかなり早い．二次的変形の影響もあるが，もともと螺
環は高さが幅より大きい形状のもので，側面は比較的平担であったとみなされる．
　外面中央にキール（竜骨）があり，その頂上は肋ごとに対応して波打っているのが，少なくとも一
部で観察される．肋は多数あり，かなり密で，肋間のスペースは狭い．成長とともに漸次粗くなっ
ている．通例長短交互し，短肋がへその近くで分岐するように見える部分もある．肋は弱い波曲を
示す．へその周りに肋方向に延びた突起があり，へその周辺より少し離れた点て特に高まる．肩に
内・外の２個の突起があり，外のものは成長方向に延びている．縫合線はあいにく見えない．
　上記の性状の観察が正しいとすると，この化石はアンモナイトのCollignoniceratidaeの
Subprionoり（血ｓyz印£uni(Geinitz)に同定されることとなる．本種はヨーロッパ（独・仏・英
国等）のチューロニアン上部に特徴的に産するほか，太平洋区ではカリフォルニアや日本のチュー
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ロニアン上部相当層にも産し，国際的の示準化石である．しかも日本ではObata ｄ aL (1979)
が北海道万字の材料で扱ったように，多産する所があり，個体発生や変異が詳しく調べられている．
西南日本では大野川盆地から報ぜられていた（野田, 1969)が，さらに最近緒方ら(1983)により
宇和島北方の四万十帯からも報告されている. Obata et al.が図示した標本のうち, pi. 4.,
fig. 2 のもの(NSM. PM 7047)に，この標本は最も似ている．もし本種に同定してよいと
なれば，この種はチューロニアン上部を示すから，産状や堆積状態と併せ考えて産出地層の対比に
重要な資料といえる．
　しかしここで保存不完全の状態を考慮し，他の可能性についても言及しておきたい．この標本の
成長末期の肋には，きわめて弱い不明確なものであるが，側面にもう１列突起が生じたかのように
も見える．これは保存不良なための見掛けの突起のしわであるか，本来の突起かは，この標本だけ
からは決断しかねる．もし本来の突起だとすると，この標本はＰｒｏtｅχａｎｉtｅｓ(Ana£exani£ｅs）
であるかもしれない．その場合はキールは円滑で波打っていない筈であるが, Ｐｒｏtｅｘａａｉtｅｓでも
種によっては先祖の＆防戦onocyt九s程明確でないが，弱い波打ちが残存していることがある．
もしＰｒｏtｅｘａｎｉtｅｓだとすると，例えばp. (A)fｕｈａｚａｔｕaiは，成熟したものでは大型にな
るが，未成年殻はS nep£ｕiとよく似た性状を示す. Ｐｒｏtｅｘａｎｉtｅｓ（ＦＶｏtｅｘａｎｉtｅｓ）や
Ｒ（Ａ几ａtｅｘａｒiitｅｓ）の場合は，示唆される時代はコニアシアンからサントニアンとなる．
　要するに，この１標本だけで時代を決定的に述べることはさし控えるべきで，他の標本をさらに
探求するとか，微化石も含め他の伴う化石をも検討することが大切であろう．但し今回の化石で，
チューロニアン上部がかなり強く示唆され，可能性としてコニアシアンないしサントニアンも考慮
に入れるべしということが言及できるということは，従来に比ベー段の進歩である．
IV　考 察
　この報文に記載したアンモナイトは，次のような学術上の意義がある．
　この化石は四万十帯に産出しているが, Colligr!oniceratidaeは通例浅海域に生息していたと
みなされるものである．同様に装飾性の浅海型アンモナイトが，四万十帯からは従来もかなり見出
されており，その適切な解釈が必要なことを，その都度（例えばMatsumoto & Hirata, 1969;
Matsumoto & Okada, 1978; Matsumoto & Tamura, 1982;松本・吉松, 1982)指摘して
きた．今回も同じ問題であり，興味ある事実として注意するとともに適切な解釈の必要なことを指
摘しておきたい．
　筆者らの予察的見解としては，産出地層の日高川層群は大局的にみてタービダイト相であるので，
Matsumoto & Tamura (1982)が熊本県の場合に述べたのと同様に，北方の秩父帯中の陸棚
　（シェルフ）浅海域に生息していたアンモナイトの遺骸が，タービダイトやスランピングにより四
万十帯にもたらされたか，あるいは死後貝殻が沖合に漂流して，四万十帯中に沈積したか（こわれ
やすい住房が保存されているような場合），あるいはまた両作用の合作という場合もあるかと思う．
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Fig. 1　　和歌山県日高町小浦崎の化石産地（矢印）
Fig. 2　小浦崎産アンモナイト､ﾀ功prionoり冶4ｓ cf. 5.ﾀleptun･1(Geinitz)
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